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本日の日程

・生徒の英語力について

① 外国語教育の現状を知る

・中学校外国語で求めていること
・「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善について
・生成AIの活用について

② 指導の質を向上させる

生成AIを活用した魅力ある授業づくり
～主体的・対話的で深い学びの実現に向けて～

③ グループ協議

④ まとめ、リフレクション、事務連絡

＜部会Ⅱ＞15：00～16：00

＜部会Ⅰ＞13：40～14：50

【講演】次期学習指導要領に向けて
文部科学省教育課程課教育課程企画室長 栗山 和大 氏
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第4期教育振興基本計画（令和5年６月１５日閣議決定）（抜粋）



徳島県

R5 R6 R7

合計 55.4% 53.2% 51.8%

取得 33.1% 30.8% 36.2%

見取り 22.3% 22.4% 15.6%

5令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より
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英語教育実施状況調査

令和７年度英語教育実施状況調査より

人数

第3学年に所属している生徒数（ア）

（ア）のうち、英語能力に関する外部試験を受験したことがある生徒数（イ）

（イ）のうち、CEFR A1レベル相当を取得している生徒数（ウ）

（イ）のうち、CEFR A2レベル相当を取得している生徒数（エ）

（イ）のうち、CEFR B1レベル相当を取得している生徒数（オ）

（イ）のうち、CEFR B2レベル相当を取得している生徒数（カ）

（イ）のうち、CEFR C1レベル相当を取得している生徒数（キ）

（イ）のうち、CEFR C2レベル相当を取得している生徒数（ク）

（ア）のうち、CEFR A1レベル相当以上の英語力を有すると思われる生徒数

［（ウ）～（ク）以外］（ケ）

【（ウ）～（ク）の合計】

CEFR A1レベル相当以上を取得している生徒数
0

【（ウ）～（ケ）の合計】CEFR A1レベル相当以上を取得している、

あるいはA1レベル相当以上の英語力を有すると思われる生徒数
0

※「CEFR A1レベル相当以上の英語力を有すると思われる生徒数」とは、実際に外部検定試験の級、スコア等は取得していないが、それ
に相当する英語力を有していると英語担当教師が判断する生徒の人数を指します。
【判断方法の例】
・2技能又は3技能を測る試験におけるスコア ・公式な記録としては認定されない試験のスコア（例：英検IBAなど）
・CAN-DOリストに基づく自校でのパフォーマンステストの結果
・MEXCBT（文部科学省CBTシステム）に搭載しているCBT問題の解答状況
（参考：https://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/1387503_00010.htm）
・AIツール等による英語力の判定結果 等

資格等
を取得

見なし



外国語教育の抜本的強化（イメージ）
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中学校外国語科の目標

外国語によるコミュニケーションにおける見
方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、
読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通
して、簡単な情報や考えなどを理解したり表
現したり伝え合ったりするコミュニケーション
を図る資質・能力を次のとおり育成すること
を目指す。

中学校学習指導要領 第２章 第９節 外国語 第１ 目標



10中学校学習指導要領 第２章 第９節 外国語 第１ 目標



11令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より
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「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を進める際の留意点

ア 授業改善の捉え方
イ ３つの視点で授業改善を進めること
ウ 学習活動の質を向上させること
エ 内容や時間のまとまりの中で実現を図ること
オ 「見方・考え方」を働かせること
カ 基礎的・基本的な知識及び技能の習得を図ること

イ 授業の方法や技術の改善のみを意図するものではな
く、児童生徒に目指す資質・能力を育むために「主体的
な学び」、「対話的な学び」、「深い学び」の視点で、授業
を進めるものであること。

中学校学習指導要領解説 外国語編 第１章（２）③ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進より作成

令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より



13令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より

A 単元や題材など内容や時間の
まとまりを見通した授業づくり

B 「内容面」における教師の指導
C 「言語面」における教師の指導
D 自身の学びや変容を自覚する
ための教師の指導、

E 個に応じた指導に関するもの
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B 内容面における指導の例

Today, many junior high school students use the internet to play games. 

However, I think we should use the internet for learning more often because 

it is useful. For example, there are many good videos for learning English. 

They are easy to understand. Also, there are many good dictionaries on the 

internet. We can find the meaning of an English word quickly. 
（R8 全国学力学習状況調査問題10より）

この英文をもとに、次のテーマについて話し合う。

Should we use the internet for learning?  Why?

あなたは中学生です。次のテーマについて、私と英語で対話してください。
テーマからずれないように質問したり話し合うなどして、内容を深めてくだ
さい。中2レベルで、英文は30語程度です。
Should we use the internet for learning?  Why?

（自分の意見）I think it is a good way because it is easy. 

I agree with you! It is very easy to find information quickly. 
Also, we can use the internet anywhere and anytime with our 
smartphones. What do you usually search for when you study?

生徒

Gemini
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B 内容面における指導の例

I search for difficult English words.

I agree with you! It is very easy to find information quickly. 
Also, we can use the internet anywhere and anytime with our 
smartphones. What do you usually search for when you study?

That is a very good way to use it! Online dictionaries are 
useful because we can also listen to the sounds of words. It is 
good for our English. But sometimes, is it difficult to choose 
the right meaning from many answers?

I search for difficult English words.

Yes. Sometimes I can't find the best one.

I understand. That happens to me too! There are too many 
choices on the internet. When you get confused, do you ask 
your school teacher, or do you look at a paper dictionary?
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C 言語面における指導の例

あなたは、新しく来た留学生に学校生活に慣れてもらうために、学校紹介の冊
子を渡すことにしました。「学校で普段行うこと」を1つ取り上げそれについての説
明を書きましょう。

（R8 全国学力学習状況調査問題14をもとに作成）

We clean our classrooms with. It is a 
great. I like clean classroom with friend. 
この英文は正確に書けていますか。

1. with の後ろには言葉が必要with（〜と一緒に）を使うときは、with my
friends などのように、「誰と」を表す言葉を後ろにつける必要があります。

2.   It is a great. は文が途切れているgreat（すばらしい）のあとに、  
time（時間）や experience（経験）などの名詞を入れるか、It is great.   
（それはすばらしいです）で止める必要があります。

3. classroom と friend の数に注意教室や友達は複数あることが多いので、
classrooms や friends と複数形にすると自然です。また、clean を 
cleaning にすると「掃除すること」という意味になります。

元の文の良さを活かして直すと、こんな風になります！
We clean our classrooms with our friends. It is a great time. I like 
cleaning classrooms with them.
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C 言語面における指導の例

Geminiの学習モードを活用

We clean our classrooms with. It is a great. I like clean 
classroom with friend. この英文は正確に書けていますか。

まず、1文目の 「We clean our classrooms with.」 に注目してみます。
 ポイント：with の後ろの言葉

英語の with は「〜と一緒に」という意味の言葉なので、後ろに「誰と」を表す言葉を
セットで置く必要があります。

 考えてみよう！
あなたは「誰と一緒に」教室を掃除しますか？with の後ろに続く言葉（例えば「私た
ちの友達」や「クラスメイト」など）を英語で考えて、1文目を完成させてみてください！

We clean our classroom with friend.

素晴らしいです！with の後ろにちゃんと言葉を補うことができましたね。
次にもう一歩だけレベルアップさせてみましょう。

 数（単数・複数）のポイント
英語では、数えられる名詞（友達 friend などの人や物）が1つ（1人）なのか、それ
ともたくさん（複数）なのかを意識するのが大切です。学校の掃除は、普通たくさんの
友達と一緒にしますよね。ですので、with friend ではなく、with friends（友達と） 
や with my friends（私の友達と） のように複数形にすると、とても自然になります。



19令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より



20令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より



21

本日の日程

・生徒の英語力について

① 外国語教育の現状を知る

・中学校外国語で求めていること
・「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善について
・生成AIの活用について

② 指導の質を向上させる

生成AIを活用した魅力ある授業づくり
～主体的・対話的で深い学びの実現に向けて～

③ グループ協議

④ まとめ、リフレクション、事務連絡

＜部会Ⅱ＞15：00～16：00

＜部会Ⅰ＞13：40～14：50

【講演】次期学習指導要領に向けて
文部科学省教育課程課教育課程企画室長 栗山 和大 氏



＜協議の進め方＞

１ 事前整理の内容を順番に発表する。

① AI を活用した授業実践例・アイデア

   各教科の特性に応じた AI 活用の実践事例、または今後の

活用に向けたアイデア

② 活用に向けた課題や気になること
 これまでの実践で気付いた課題や、今後の活用を進める上

での疑問・懸念している点

２ 生成AIの活用にあたり、「主体的・対話的で深い学

びの実現に向けて重要なこと」についてまとめる。
22

生成AIを活用した魅力ある授業づくり
～主体的・対話的で深い学びの実現に向けて～

協議
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令和７年度中学校各教科等教育課程研究協議会（中・外国語）より
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本日の研修を振り返って

・学んだこと

・自分の実践にどのように取り入れていくか

リフレクション

26

テーマ
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参考資料（R7～）

文部科学省サポートマガジン『みるみる』

https://mext-curriculum-gov.note.jp/m/m3b4a6bc792d6

① 「個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実」を図る授業づくりについて学ぶ

② 授業づくりについて学ぶ１

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou/eigo/r07.html

令和５年度全国学力・学習状況調査調査結果を踏まえた
学習指導の改善・充実に関する指導事例集

③ 授業づくりについて学ぶ２

文部科学省/mextchannel外国語教育はこう変わる！
（新たに４本の動画を追加）

https://www.youtube.com/playlist?list=PLGpGsGZ3lmbCsze5PvMhQ1TS-jXEZKA4f

https://mext-curriculum-gov.note.jp/m/m3b4a6bc792d6
https://mext-curriculum-gov.note.jp/m/m3b4a6bc792d6
https://mext-curriculum-gov.note.jp/m/m3b4a6bc792d6
https://mext-curriculum-gov.note.jp/m/m3b4a6bc792d6
https://mext-curriculum-gov.note.jp/m/m3b4a6bc792d6
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou/eigo/r07.html
https://www.youtube.com/playlist?list=PLGpGsGZ3lmbCsze5PvMhQ1TS-jXEZKA4f
https://www.youtube.com/playlist?list=PLGpGsGZ3lmbCsze5PvMhQ1TS-jXEZKA4f
https://www.youtube.com/playlist?list=PLGpGsGZ3lmbCsze5PvMhQ1TS-jXEZKA4f


          ■思考・判断・表現の学習評価

 問題例を中心に掲載

 

 ■随時更新

・知識・技能の問題を追加

・技能統合の問題を追加

・全国学力調査の問題を追加

・思考・判断・表現の問題を追加

ID:   COMPASS

Pass:  English

https://www.pref.tokushima.lg.jp/compass-private-/
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徳島県教育委員会COMPASS 「指導と評価の一体化」サイト

▲（R7年度末掲載）

https://www.pref.tokushima.lg.jp/compass-private-/
https://www.pref.tokushima.lg.jp/compass-private-/
https://www.pref.tokushima.lg.jp/compass-private-/
https://www.pref.tokushima.lg.jp/compass-private-/
https://www.pref.tokushima.lg.jp/compass-private-/
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徳島県教育委員会COMPASS 「指導と評価の一体化」サイト

徳島版小中高連携チェックリスト～校種間の学びをつなげるために～（R7年度末掲載）



https://siryou.tokushima-ec.ed.jp/

徳島県学力向上確認プリント
中２英語 ６回分

学習ガイド関係資料
活用問題

授業づくり研修
全国学力・学習状況調査をもと

にした授業づくりに関する資料

30

徳島県学力向上関係資料

https://siryou.tokushima-ec.ed.jp/
https://siryou.tokushima-ec.ed.jp/
https://siryou.tokushima-ec.ed.jp/
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StuDX Style（スタディーエックス スタイル）



令和5年度「主体的・対話的で深い学びの充実に資するデジタル教科書をはじめとするＩＣＴ機器等を活用した効果的な指導に関する実証事業」リーフレット（超概要版） 32



「令和5年度学習者用デジタル教科書の効果・影響等に関する実証研究事業」実践事例集より 33
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